
このコーナーでは、
　市内のできごとを写真と文章でお知らせします。マイシティモバラ

　二宮小学校の体育館において、地元「黒戸獅子連」のみ

なさんを招いての道徳授業が行われました。この特別授業

は、郷土芸能を鑑賞・体験することで自分たちのふるさと

を知り、大切にする意識を持たせようと開かれたもの。

　授業を受けた３年生16人は、伝統文化の大切さとふるさ

と茂原への想いを噛みしめている様子でした。

　茂原市長生郡医師会は「認知症にやさしい社会を目指し
て」と題し、健康フォーラム2018を市民会館で開催しまし
た。
　会場では、ポプラクリニック精神保健指定医もの忘れ外
来の上野秀樹先生による講演と、落語家・タレントのヨネ
スケ師匠による特別講演が行われました。来場者は真剣に
耳を傾け、認知症について理解を深めました。

　ボランティア団体「おはなし“もくもく”」が市長を表敬
訪問し、「平成30年度子供の読書活動優秀実践団体・文部
科学大臣表彰」の報告を行いました。
　この表彰は、市内の小学校への「出張おはなし会」で絵
本の読み聞かせやすばなしをする活動を、25年の長きにわ
たり継続していることなどが認められたもの。
　代表の斉藤ふさ子さんは、「これからも子どもたちと楽
しさを分かち合いながら、頑張って活動していきたい」と
話してくれました。

　「よい歯のコンクール」が保健センターで開催され、長
生郡内より親と子12組と高齢者12人が参加しました。楽し
く充実した食生活を送り続けるためにも、日々の手入れを
大切にしましょう！

市内入賞者
【親と子の部】　会長賞　　　丸島真理子さん、寧々花さん
　　　　　　　優秀賞　　　平岩　麻衣さん、樹奈さん
【高齢者の部】　最優良賞　　野方　孝子さん

▲皆さん絵本やおはなしが大好きです

▲児童から「伝統を守りたい」との力強い言葉も‼

▲みんな大きく口を開けることができました

▲講演「認知症を地域で支える」

５/21

５/21

６/ ２

５/24

読み聞かせで心豊かに

大切にしよう　ふるさと茂原

認知症でもいきいきと暮らす

いつまでも元気な歯を保とう！

「おはなし“もくもく”」文部科学大臣表彰

「黒戸獅子連」を招いての二宮小道徳授業

茂原市長生郡医師会　健康フォーラム2018

平成30年度「よい歯のコンクール」
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生涯学習情報
◉連絡先◉
生涯学習課
☎（20）1559

　

昭
和
27
年
に
１
町
５
村
が
合
併
し
て
茂
原
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
の
２
年
後
の
昭
和
29
年
に
榎
町
商

店
街
の
活
性
化
の
た
め
に
七
夕
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

し
た
。
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
の
で
、
翌
昭
和
30

年
に
茂
原
市
を
挙
げ
て
の
第
１
回
茂
原
七
夕
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
で
64
回
を
数

え
ま
す
。

　

七
夕
と
言
え
ば
、
ゆ
か
た
と

げ
た
を
懐
か
し
く
感
じ
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
昔
を
思
い
出
し
て

尋
ね
て
み
ま
し
た
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
盛
大
に
な

り
昭
和
53
年
か
ら
は
、
藻
原
お
ど

り（
現
在
の
も
ば
ら
阿
波
お
ど
り
）

や
、
小
学
生
の
鼓
笛
隊
や
婦
人
会

の
踊
り
な
ど
も
出
て
に
ぎ
や
か
で

す
。
そ
し
て
平
成
12
年
か
ら
は
ち

ば
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
夏
の
陣
が
開

催
さ
れ
て
活
気
が
出
て
き
て
い
ま

す
。

　

近
頃
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
並
び
、

ご
当
地
グ
ル
メ
も
楽
し
め
ま
す
。

〇
肌
着
か
ら
ゆ
か
た
に

　

和
裁
の
基
本
は
肌
着
か
ら
始

ま
っ
て
裾
よ
け
、
長
襦
袢
、
ゆ
か

た
の
順
で
習
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
身
内
の
遺

し
た
着
物
を
自
分
に
合
う
よ
う
に

仕
立
て
直
し
た
り
、
孫
の
ゆ
か
た

や
、
茶
道
を
始
め
た
娘
の
着
物
を

縫
っ
た
り
と
、
活
動
は
さ
ま
ざ
ま

で
し
た
。
先
生
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
縫
物
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
凜
と
し
た

雰
囲
気
や
、
遅
れ
て
来
た
人
が
丁

寧
に
挨
拶
し
て
い
る
光
景
を
見
て
、

和
裁
を
習
う
こ
と
の
奥
深
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

50
年
前
に
電
子
管
工
場
の
寮
生

だ
っ
た
主
婦
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

▲第30回茂原七夕まつりの様子

茂原七夕まつり
ゆかた／げた

　

右
の
写
真
は
最
近
の
七
夕
で
見

か
け
た
若
い
人
の
ゆ
か
た
姿
で
す
。

ゆ
か
た
は
浴
衣
と
書
き
、
古
く
は

湯
帷
子（
ゆ
か
た
び
ら
）と
呼
ば
れ
、

風
呂
上
り
に
着
た
衣
で
し
た
。
今

は
木
綿
の
単ひ

と

衣え

で
、
夏
の
お
し
ゃ

れ
着
の
よ
う
で
す
。
最
近
の
本
に

は
遊
衣
と
の
表
記
も
あ
り
ま
す
。

　

今
、鶴
枝
公
民
館
の
活
動
で【
和

裁
ク
ラ
ブ
】
が
あ
り
、
ゆ
か
た
も

縫
っ
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
取

材
を
し
て
来
ま
し
た
。

ゆ
か
た

私
と
ゆ
か
た

　

会
社
に
入
社
し
て
、
女
子
寮

に
入
り
ま
し
た
。
寮
で
は
生
花

や
お
茶
、裁
縫
を
習
う
よ
う
に
、

と
会
社
が
、
そ
の
道
の
先
生
を

用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
ゆ
か
た
を
縫
う
こ
と
を

選
び
、
交
替
勤
務
に
就
き
ま
し

た
の
で
、
休
日
や
交
替
勤
務
の

合
間
に
和
裁
の
先
生
の
家
に
習

い
に
通
い
ま
し
た
。
寮
の
友
達

も
何
人
か
習
っ
て
ゆ
か
た
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

七
夕
の
日
に
、
そ
の
ゆ
か
た

を
着
て
寮
の
友
達
と
街
を
ぶ
ら

ぶ
ら
し
た
の
が
、
昨
日
の
よ
う

に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

10広報もばら　2018.7.1 10
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る
も
の
。
例
え
ば
「
公
園
の
中
に

食
べ
ら
れ
る
実
の
付
く
木
が
あ

り
ま
す
。
２
つ
書
い
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
問
題
に
、
立
ち
止
ま

り
じ
っ
く
り
見
て
、
確
認
し
た
り
、

発
見
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
茂

原
公
園
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
探
検
型
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
す
。

　

元
気
に
答
え
を
見
つ
け
た
参
加

者
全
員
が
「
茂
原
公
園
も
の
し
り

博
士
」
と
な
り
、
手
作
り
メ
ダ
ル

と
缶
バ
ッ
ジ
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
写
真
が
嬉

し
そ
う
で
す
ね
。

子
ど
も
茂
原
公
園
ク
イ
ズ
が�

�

行
わ
れ
ま
し
た

　

５
月
13
日
㊐
う
す
曇
り
、
探
検

日
和
。
子
ど
も
や
親
子
連
れ
が
、

続
々
と
茂
原
市
立
美
術
館
・
郷
土

資
料
館
が
主
催
す
る
『
子
ど
も
茂

原
公
園
ク
イ
ズ
』
に
集
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
年
が
初
回
と
な
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
普
段
何
気
な
く
遊
ん
で

い
る
茂
原
公
園
を
歩
い
て
、
ク
イ

ズ
を
解
き
な
が
ら
、
ヒ
ミ
ツ
を
探

　

ゆ
か
た
に
合
う
の
は
や
っ
ぱ
り

げ
た
で
す
。
今
で
も
玄
関
に
置
い

て
い
る
靴
入
れ
を
下
駄
箱
と
呼
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？
昔
は
下
駄
を
入

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
靴
箱
で

す
ね
。
げ
た
っ
て
、
茂
原
で
買
え

る
の
か
し
ら
？
げ
た
を
扱
っ
て
い

る
店
を
探
し
て
み
ま
し
た
。

〇
鼻
緒
を
選
ぶ
げ
た

　

昔
か
ら
の
履
物
店
を
訪
ね
て
み

る
と
、
棚
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
げ
た

が
並
ん
で
い
ま
し
た
。（
写
真
）

　
「
今
で
も
げ
た
を
履
く
人
は
い

▲げたと鼻緒

げ
た

イ
ベ
ン
ト
報
告

美
術
館
・
郷
土
資
料
館

☎︎
�
２
１
３
１

夏休み！チャレンジしてみよう！

夏休みこども書道教室
日　程　�７月27日・８月３日・10日・�

17日（全４回・金曜日）
時　間　９時30分～ 11時
対　象　市内在住小学生
定　員　12人
費　用　�240円（全４回分）�

※道具についてはお問い合わせください

夏休みLet’s　工作クラブ
日　程　８月８日・22日（全２回・水曜日）
時　間　９時～ 11時30分
対　象　市内在住小学３年生～６年生
定　員　10人
費　用　300円（全２回分）
持ち物� はさみ、新聞紙、軍手、ノート、筆記用具

• 申込　7月2日㊊～ 10日㊋
•定員を超えた場合は抽選となります
•電話・FAXでの申し込みはできません

お問い合わせは、鶴枝公民館
☎（25）１８３４

ま
す
よ
」
と
店
主
。
ゆ
か
た
に
限

ら
ず
、
洋
服
で
も
げ
た
を
履
く
と

の
こ
と
で
、
選
ぶ
と
き
の
コ
ツ
は
、

履
い
て
踵か

か
とが
ち
ょ
っ
と
出
る
く
ら

い
が
い
い
と
聞
き
ま
し
た
。
左
の

イ
ラ
ス
ト
を
見
て
し
っ
か
り
選
び

ま
し
ょ
う
！

　

さ
ら
に
、
鼻
緒
は
す
げ
替
え
も

出
来
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

げ
た
の
多
く
は
桐
で
す
が
、
最

近
売
れ
て
い
る
の
は
、
ウ
レ
タ
ン

底
で
鼻
緒
の
あ
る
も
の
で
、
こ
れ

は
草
履
の
類
で
、
サ
ン
ダ
ル
と
呼

ば
れ
る
も
の
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
サ
ン
ダ
ル
は
、
ロ
ー
マ

人
の
履
物
が
ル
ー
ツ
の
よ
う
で
す
。

　
「
ゆ
か
た
・
げ
た
」
は
七
夕
以

外
に
も
盆
踊
り
や
花
火
見
物
、
夕

涼
み
に
も
そ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
ゆ
か
た
と
げ
た
で

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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Life Information
暮らしに役立つ情報が満載 !

くらしの情報コーナー
平
成
30
年
度
第
３
回
木
造
住
宅

耐
震
相
談
会
を
開
催

　

市
で
は
、
平
成
⓬
年
５
月
㉛
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
化
を
推
進
す
る
た
め
、
木
造

２
階
以
下
の
一
戸
建
て
の
住
宅
の

所
有
者
・
居
住
者
を
対
象
に
、
耐

震
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

個
別
簡
易
耐
震
診
断
＝
７
月
31

日
㊋
13
時
～
17
時
（
１
組
50
分
程

度
）
／
場
所
＝
市
役
所
８
階
／
申

込
方
法
＝
電
話
に
よ
る
事
前
予
約

制
（
先
着
４
組
）
／
申
込
締
切
＝

７
月
20
日
㊎
（
土
日
・
休
日
を
除

く
９
時
～
17
時
）
※
相
談
は
無
料

問
建
築
課
（
８
階
）

☎︎
⒇
１
５
８
８
、
6
⒇
１
６
０
６

ご
存
じ
で
す
か
？ 

国
民
年
金
の
免
除
制
度

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一、
障
害
や
死
亡
と
いっ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、「
保

険
料
免
除
制
度
」や「
納
付
猶
予
制

度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
役
所

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 　

な
お
、
平
成
㉘
年
６
月
ま
で
は

㉚
歳
未
満
、
平
成
㉘
年
７
月
以
降

は
㊿
歳
未
満
の
方
が
納
付
猶
予
制

度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
免
除
等
の
受
付

は
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
７

月
分
か
ら
翌
年
６
月
分
ま
で
の
期

間
を
対
象
と
し
て
、
申
請
者
本
人

の
ほ
か
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主

の
方
の
前
年
の
所
得
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
日
か
ら
２
年
１
カ

月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に

未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
方
は
、

市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎︎
⒇
１
５
０
３
、
6
⒇
１
６
０
０

夏
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施 

７
月
10
日
㊋
～
７
月
19
日
㊍ 

～ 

あ
な
た
は
今　
安
全
運
転
を

し
て
い
ま
す
か
～

　

夏
休
み
や
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の

到
来
に
よ
り
、
交
通
量
の
増
加
が

予
想
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
交
通
事

故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
夏

の
交
通
安
全
運
動
は
、
①
子
ど
も

と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
②
自

転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底
④
飲
酒
運
転
の
根
絶

を
重
点
目
標
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

楽
し
い
夏
を
過
ご
す
た
め
に
も

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

問
生
活
課
（
２
階
）

☎︎
⒇
１
５
０
５
、
6
⒇
１
６
０
０

本
納
地
区
高
齢
者
相
談
会
！ 

～ 

お
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
ま

せ
ん
か
？
～

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
総
合
相
談

を
４
圏
域
（
茂
原
、
中
央
、
南
、

本
納
）
に
設
置
し
て
い
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
常
時
行
っ
て

い
ま
す
が
、
本
納
地
区
で
は
平
成

30
年
４
月
よ
り
月
１
回
ほ
の
お
か

館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
＝
毎
月
第
２
木
曜
日
13
時

～
16
時
／
場
所
＝
ほ
の
お
か
館

問
本
納
支
所

☎︎
�
２
１
１
１
、
6
�
４
１
１
３

茂
原
市
ほ
ん
の
う
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

☎︎
�
２
１
２
３

第
68
回�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
・
再
犯
防
止
啓
発

月
間
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
を
行
っ
た
人
た
ち
の

改
善
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
、
犯
罪
や
非

行
を
行
っ
た
人
を
社
会
か
ら
排
除
・

孤
立
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の

実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

問
第
68
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
事
務
局

☎︎
０
４
３（
２
０
４
）７
７
９
５
、

社
会
福
祉
課
（
７
階
）

☎︎
⒇
１
５
７
１
、
6
⒇
１
６
０
５

ご
存
じ
で
す
か
？ 

ち
ば
南
東
部
地
域 

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

ち
ば
南
東
部
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョン
（
通
称
サ
ポ
ス
テ
）

は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
、

15
歳
～
39
歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の

保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
就
労
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

よ
る
専
門
的
な
相
談
や
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
な
ど
、
一

人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
た
就

職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
、
社
会

的
・
職
業
的
に
自
立
で
き
る
よ
う
、

サ
ポ
ス
テ
が
支
援
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

受
付
＝
月
～
金
曜
日
９
時
～
17

時
（
年
末
年
始
、
休
日
を
除
く
）

／
場
所
＝
市
役
所
９
階
／
利
用
料

＝
無
料

問
ち
ば
南
東
部
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎︎
�
５
５
１
５

お
知
ら
せ

募

集

自
衛
官
等
を
募
集

　

防
衛
省
、自
衛
隊
で
は
、次
の
と

お
り
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
種
目
＝
①
航
空
学
生
（
パ

イ
ロ
ッ
ト
）
②
一
般
曹
候
補
生
③

自
衛
官
候
補
生
／
応
募
資
格
＝
①

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
②
18

歳
以
上
27
歳
未
満
③
平
成
31
年
３

月
高
等
学
校
等
卒
業
予
定
者
（
男

子
）、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
男

女
）
／
受
付
期
間
＝
７
月
１
日
㊐

～
（
要
問
合
せ
）
／
試
験
期
日
お

よ
び
合
格
発
表
＝
要
問
合
せ
／
入

（
校
）
隊
＝
平
成
31
年
３
月
下
旬

～
４
月
上
旬

問
自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

☎︎
�
０
４
５
２
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Life Information
暮らしに役立つ情報が満載 !

くらしの情報コーナー

市の花 コスモス（H9.10.20指定） 市の木 つつじ（S45.11.10指定）

相　　談　　日
■市民相談 執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505
■無料法律相談
　（予約制・民事）

7月12日㊍　13時〜 15時／場所＝5階505会議室、
7月24日㊋　13時〜 15時／場所＝5階505会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 7月27日㊎　10時〜 15時／場所＝5階505会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 7月10日㊋　13時〜 1６時／場所＝市役所5階505会議室
7月2６日㊍　13時〜 1６時／場所＝ほのおか館2階第3会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日　9時30分〜 1６時（12時〜 13時までを除く）
／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）☎（20）1101

■歯科相談・栄養相談（要電話予約）7月2日㊊、8月６日㊊　10時〜12時、13時〜1６時／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■助産師相談 （要電話予約）7月5日㊍、19日㊍、8月2日㊍　9時30分〜 11時30分
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■６カ月乳児相談 7月19日㊍（平成30年1月生）／受付＝9時15分〜 9時30分、13時15分〜 13時30分
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■1歳6カ月児健康診査 7月17日㊋（平成29年1月生）／受付＝13時〜 13時20分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■２歳児歯科健康診査 8月23日㊍（平成28年2月生・3月生）／受付＝9時〜 10時
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■3歳児健康診査 7月18日㊌（平成27年1月生）／受付＝13時〜 13時20分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725
■フッ素で強い歯！
　プロジェクト

7月17日㊋（平成27年7月生）・18日㊌（平成28年7月生）／受付＝14時30分〜 14時40分
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■	ことばの相談
　（予約制）

7月13日㊎、27日㊎／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター☎（25）1725 ／問合せ＝子育て支援課☎（20）1573

■心配ごと相談 毎週水曜日（休日を除く）9時〜 15時／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）19６9

■ボランティア相談 執務時間内／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）19６9

■健康相談 毎週火・木・金曜日　13時〜 1６時（行事の都合により、閉室の場合あり）／場所・問合せ＝総合市民センター
☎（24）9511

■家庭児童相談
　DV相談 執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、DVなど／場所・問合せ＝子育て家庭相談室（2階）☎（23）5500

■	子育て相談
　（予約制）

7月13日㊎、27日㊎／内容＝子育て、発育、発達に関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター☎（25）1725 ／問合せ＝子育て支援課☎（20）1573

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜 17時（火曜日のみ9時〜 12時）／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559

■少年相談 執務時間内／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）44６６

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ＝茂原市地域包括支援センター☎（20）1583、茂原市みなみ地域包括支援センター
☎（20）2６2６、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター☎（2６）7525、 茂原市ほんのう地域包括支援センター
☎（3６）2123※本納地区高齢者相談会＝7月12日㊍13時〜 1６時　場所／ほのおか館1階相談室

■無料法律相談 7月25日㊌　13時〜 1６時（要電話予約）／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）19６9

■無料法律相談 千葉県では無料法律相談を実施しています。／問合せ＝県総合企画部報道広報課広聴室☎043（223）2250

■県民相談 執務時間内／場所・問合せ＝長生地域振興事務所地域振興課☎（25）7830

■教育相談 執務時間内／場所・問合せ＝東上総教育事務所相談室☎（23）44６0

■長生健康福祉
　センター
（※太字は予約制）

不妊相談、こころの健康相談、エイズ相談、HIV等抗体検査、性感染症検査、肝炎ウイルス検査、骨髄
バンクドナー登録受付、腸内細菌検査（検便）、家庭児童相談、母子父子自立支援などを行っています。
／場所・問合せ＝長生健康福祉センター（長生保健所）☎（22）51６7 ／ DV相談（来所相談は予約制）専用電
話☎（22）55６5 ／障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（2６）1510

今 月 の 納 期
●固定資産税・都市計画税（第２期） 
●国民健康保険税（第１期） 
■納期限は、 ７ 月31日㊋です。
※コンビニエンスストアでも納付できます。
※納税には便利な口座振替をご利用ください。
なお、国民健康保険税の納税通知書は7月13日
㊎に発送予定です。
お問い合わせは、収税課（２階）
☎（20）１５７８、6（20）１６０９へ。

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方（昭和28年７月2日～昭和28年８月1日生）は、第
1号被保険者の資格取得となります。７月15日頃までに保険証（被保
険者証）を郵送します。
お問い合わせは、高齢者支援課（２階）☎（20）１５７２、6（20）１６１０へ。

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方（昭和18年8月2日～昭和18年9月1日生）は、現在
加入の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入
することとなります。今月末までに保険証（被保険者証）を郵送します。
お問い合わせは、国保年金課（２階）☎（20）１５０３、6（20）１６００へ。
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ト
ン
べ
イ
・
集
募
員
会

●
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
直
接
各
代
表
者
へ
。

●
掲
載
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

秘
書
広
報
課（
３
階
）
☎
⒇
１
５
１
２
、
5
⒇
１
６
０
１
へ
。

●
9
月
1
日
号
掲
載
の
原
稿
の
締
め
切
り
は
7
月
20
日
金
で
す
。

名　　　称 曜　日 時　間 内　　　　容 場　所 連　絡　先

❶ 和裁クラブ 第1・2・3土曜日 13時～ 16時 浴衣を自分で縫ってみませんか？／対象＝一般／費
用＝月3,000円 ほのおか館 ☎26-1076　白鳥

❷ ギターアンサンブルの
会 毎週木曜日 10時～ 12時 会を発足しました。初心者の方歓迎／対象＝一般／

費用＝月2,500円程度 ほのおか館 ☎090-9388-4936
松田

❸ カラオケ同好会 毎週日曜日
（月4回） 9時～ 12時 カラオケの練習と会員の親睦を図る／対象＝60 ～

75歳位まで／費用＝月1,500円 東部台文化会館 ☎090-1847-3029
鈴木

❹ フラダンス
プア・アロアロ 第1・3・4木曜日 10時～ 12時 初心者クラスで基本から学べるので楽しんで踊れま

す／対象＝初心者／定員＝6人／費用＝月3,000円 東部台文化会館 ☎080-3128-5198
小杉

❺ ボールペン習字 第1・3水曜日 10時～ 12時 楷書の文字や文章が書けるよう学習。2年目より筆ペンあり
／対象＝初心者／費用＝月1,000円（別途入会金500円） 総合市民センター ☎24-2788　池田

❻ 茂原笑いヨガクラブ 第2月曜日 10時30分～
11時30分 笑いヨガの体験／対象＝一般／費用＝1回400円 豊田福祉センター ☎080-6586-5480

石井

❼ あじさい会 第3木曜日 11時～ 12時 生け花の練習／対象＝一般／費用＝1,500円（花代含む） 五郷福祉センター ☎25-7880
五郷福祉センター

❽ フォークダンスサークル
さざなみ 毎週木曜日 13時～ 15時 年齢問わず初心者歓迎／対象＝一般／費用＝月

2,000円 市民体育館 ☎23-5680　江澤

❾ UNOテニスクラブ 毎週木曜日 19時～ 21時 硬式テニス（コーチあり）／対象＝女性（初心者歓
迎）／費用＝月3,000円（別途入会金1,000円） 市民体育館 ☎24-9538　金坂

① 骨董がらくた市と
フリーマーケット

7月7日㊏、
21日㊏ 8時～ 13時 大駐車場にて開催 藻原寺前 ☎090-4950-6193

小曽根

② 茂原公園ヤマユリ咲く
丘の草刈りボランティア 7月7日㊏ 13時30分～ 16時30分

（雨天翌日に順延）

ヤマユリが咲く斜面の草刈りを行う／対象＝大人／費用
＝1人300円（保険代等）／持ち物＝草刈り鎌、飲み物
／申込＝郵便はがき、FAXで参加者全員の氏名・年齢・
住所・電話番号・メールアドレスを記載し〒297-0042茂
原市三ヶ谷1925-4望月方 茂原公園自然愛好会まで

茂原公園駐車場
集合

☎・625-6280
茂原公園自然愛好
会　望月

③ ボーイスカウト体験会 7月8日㊐ 10時～ 12時 しゃぼん玉であそぼう／対象＝年長～小学校低学年
まで／費用＝無料／ ボーイスカウト茂原　検索 茂原公園 ☎090-5322-5836

海藤

④ 千葉いのちの電話相談員
養成講座事前説明会 7月8日㊐ 10時～ 体験談「いのちの電話にかかわって」

講師＝東京情報大学教授　田邉昭雄氏ほか きぼーる11階
☎043-222-4416
社会福祉法人
千葉いのちの電話

⑤ 平成30年度第1回「福祉の
しごと就職フェア・in千葉」 7月8日㊐ 13時～ 16時

社会福祉施設・事務所の担当者との個別面談や福祉職
場に関する相談等／対象＝社会福祉施設や事業所等へ
就職希望の方／費用＝無料／事前申込、履歴書不要

幕張メッセ国際会議場 ☎043-222-1294
千葉県福祉人材センター

⑥ 彩霞太極拳お試し
コース

7月10日㊋・
17日㊋・31日㊋ 13時30分～ 15時 誰でも太極拳を楽しめるように中国出身の先生に学

んでみませんか／費用＝1回300円※1回のみ参加も可 ほのおか館 ☎080-5004-8929
席

⑦ 自分で出来る相続
手続き 7月13日㊎ 9時30分～ 11時30分

相続があった時、慌てない為に不動産・預金凍結解
除・遺産分割等、相続発生後の手続きを覚えよう／
定員＝20人（先着順）／費用＝無料

ほのおか館
☎090-9131-3384
NPO法人シルクロード
萩原

⑧ 家族介護教室 7月14日㊏ 10時～ 認知症サポーター養成講座／対象＝一般／定員＝25
人／費用＝無料／申込締切＝7月10日㊋ 長生苑 ☎30-9777

長生苑

⑨ 災害ボランティアセンター
運営スタッフ養成講座 7月14日㊏ 9時～ 12時

災害ボランティアセンターの運営に携わる担い手を養成。講
座終了後は運営スタッフに登録していただきます／費用＝無
料／定員＝30人／講師＝千葉レスキューサポートバイクほか

総合市民センター ☎23-1969
茂原市社会福祉協議会

⑩ みんなでうたおう会 7月15日㊐ 13時30分～
15時30分

アコーディオン、キーボードの伴奏で懐かしい歌な
どを歌う／次回開催予定＝8月19日㊐、9月16日㊐／
対象＝一般／費用＝500円

総合市民センター ☎24-5998　宮坂　

⑪ 夏の体験ボランティア
参加者募集！

7月23日㊊～
8月31日㊎

内容＝福祉施設ボランティア、放課後学童クラブ指導員補助、点字教室、手話体験教室、七夕
祭りの清掃ボランティアなど／対象＝小学校4年生～大人まで／申込方法＝要問合せ

☎23-1969
茂原市社会福祉協議会

⑫ 海上保安大学校・海
上保安学校学生募集

①海上保安大学校　　受付期間＝8月23日㊍～ 27日㊊／第一次試験日＝10月27日㊏、28日㊐
②海上保安学校　　　受付期間＝7月17日㊋～ 19日㊍／第一次試験日＝9月23日㊐詳細はお問い合わせください

☎0479-21-0118
銚子海上保安部管理課

⑬ 茂原市美術協会主催
初心者陶芸教室 7月24日㊋ 9時～ 12時

陶芸が初めての人向きの講座、ひも作りで湯のみ茶碗を
2個作る／対象＝一般／定員＝20人／費用＝1,000円／
持ち物＝雑巾、エプロン、手拭きタオル／※要電話申込

中央公民館 ☎080-5036-1425
大竹

⑭ 第64回茂原七夕まつり
飾り付け審査員募集 7月27日㊎ 11時～ 飾り付け審査員の募集／対象＝中学生以上／定員＝若干名／申込締切＝

7月6日㊎／申込方法＝事前受付 ☎22-3361
茂原七夕まつり実行委
員会（商工会議所内）⑮ 第64回茂原七夕まつり

装飾コンクールエントリー
7月27日㊎～
29日㊐

装飾コンクールエントリー希望者の募集／対象＝一般／募集期間＝7月2日㊊～ 6日㊎／申込方
法＝専用用紙に記入し申し込み（電話申込不可）

⑯
新しい畳のお茶室で
みんなで「茶道」を
しませんか？

8月1日㊌・
8日㊌ 9時～ 11時 子ども向けの茶道体験教室／対象４＝小学生／定員

＝20人／費用＝800円位（初回時に徴収）
ほのおか館

☎34-2349
本納公民館

（申込＝7月2日㊊～
16日㊗窓口まで※申
込多数の場合抽選）⑰ 新しいキッチンで料理

デビューしよう！ 8月3日㊎ 9時～ 12時
子ども向けの料理体験教室／メニュー＝キッズアメリカン
ドッグ、クレープシュゼットほか／対象＝小学3 ～ 6年生
／定員＝20人／費用＝600円（当日徴収）

⑱ 里親制度説明会 8月4日㊏ 10時～ 12時
里親制度の説明（個別対応可）、現役里親さんの体
験談／※申込の際に氏名と参加人数を連絡（当日参
加も可）

総合市民センター
☎0470-28-4288
子ども家庭サポートセン
ターちば　オレンジの会

⑲
自然体験しながら
バーベキュー＆ピ
ザづくりをやろう

8月5日㊐ 9時30分～ 15時30分
バーベキュー、ピザづくり、自然体験遊び／費用＝高校
生以上1,500円、4歳～中学生1,000円、3歳以下無料
／定員＝30人（申込順）／持ち物＝飲料水、帽子、エ
プロン、タオル、軍手／申込締切＝7月31日㊋

茂原市六ツ野595
☎24-8482
茂原市レクリエー
ション協会　江沢

⑳
てらこやプロジェクト
2018‘18夏休みこども
エコキャンプ

8月8日㊌～
9日㊍

（一泊二日）
行き＝7時～
帰り＝18時～

房総の山の森や川の探検や生き物観察／対象＝4歳以
上（未就学児は保護者同伴）／定員＝30人／費用＝4
歳～中学生11,000円、高校生以上13,000円／持ち物
＝申込後連絡／申込締切＝7月25日㊌

清和県民の森
☎090-8646-0443
環境教育NPO
PWプラスONE
森川

㉑ 夏の陶芸体験教室 8月15日㊌・
22日㊌（全2回）

①10時～ 12時
②13時～ 15時

陶芸体験／対象＝小学生以下は保護者同伴／定員＝
各20人（申込順）／費用＝1,500円（全2日）／申込
＝7月2日㊊～

千葉県生涯大学校
外房学園

☎25-8228
千葉県生涯大学校
外房学園

㉒ 秋の始まりに自然
観察をしよう

9月15日㊏
（小雨決行） 10時～ 12時

昆虫採集、草花さがしなどして秋の自然を観察／対
象＝小学生以下保護者同伴／定員＝20人／費用＝無
料／持ち物＝要問合せ 千葉県いすみ環境と

文化のさとセンター
☎0470-86-5251
千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター

㉓ 草木染め体験 9月29日㊏
（小雨決行） 10時～ 15時

自分でデザインをして、布を自然の色で染めてみま
しょう／対象＝小学生以下保護者同伴／定員＝20人
／費用＝1,600円／持ち物＝要問合せ

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記載ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とします。　●会員募集は、市内の公共施設等で活動している団体のみの掲載とします。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。
★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。

会
員
募
集

イ
ベ
ン
ト
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。作品・氏名にふりがなをふってください。
※詩の原稿送付先（直接選者）へ　〒297-0032　茂原市東茂原7番地　斎藤正敏宛。
　「広報もばらの詩」と朱書きしてください。原稿は30行以内でお願いします。

◎選評　斎藤正敏
　娘さんの手術結果を待つお母さん。眠れない夜の緊張した心理が伝わります。
　明け方、受話器から伝わる娘さんの穏やかに澄んだ声。張り詰めていたものが、安
堵に変わる瞬間です。

待
ち
詫
び
て

�

山
本　

明
美

闇
の
中

煌
煌
と
光
る
箱
を

忙
し
く
引
い
て

一
番
電
車
が
行
っ
た

明
け
そ
う
に
な
い

黒
い
空
の
下

二
番
電
車
が
行
っ
た

飲
ま
な
い
コ
ー
ヒ
ー
を

何
度
も
入
れ
て
は
そ
の
度

テ
ー
ブ
ル
に
カ
ッ
プ
を
置
く

コ
ツ
ン
と
い
う

乾
い
た
音
に
驚
く

三
番
電
車
も
行
っ
た

陽
が
昇
り
風
が

竹
林
を
ゆ
っ
く
り
揺
す
り
始
め
た

そ
の
時

電
話
が
鳴
っ
た

激
し
く
と
て
も
大
き
な
音
で

走
り
寄
っ
て

受
話
器
を
取
る
と

「
マ
マ
、
お
は
よ
う
」
と
娘
の
声

昨
日
手
術
を
受
け
た

娘
の

穏
や
か
に
澄
ん
だ
声

張
り
詰
め
て
い
た
も
の
が

音
を
立
て
て
剥
が
れ
て
行
っ
た

　

木き

鼻ば
な

に
は
獅
子
頭
が
四
頭
配
さ

れ
、
桁
上
に
は
水す

い

禽き
ん

を
あ
し
ら
っ

た
蛙

か
え
る

股ま
た

が
備
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
山
門
に
つ
い
て
の
木
札
や

資
料
な
ど
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は
、

六
名
の
奉
納
者
名
が
彫
刻
に
刻
銘

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
総

代
や
組
頭
と
言
っ
た
皆
地
元
の
人

達
で
、
そ
の
中
で
早
く
亡
く
な
っ

た
人
は
天
保
四
年
だ
と
分
か
っ

た
。

　

恐
ら
く
、
こ
の
山
門
は
、
文
政

後
期
か
ら
天
保
初
期
頃
に
建
て
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

彫
刻
に
は
彫
物
師
の
名
前
が
無

か
っ
た
が
、
作
風
か
ら
増
田
甚じ

ん

右え

衛も

門ん

政ま
さ

近ち
か

と
確
定
し
た
。
山
門
は

甚
右
衛
門
が
ま
だ
若
い
三
十
歳
前

後
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

　

幼
名
は
甚
蔵
。
生
ま
れ
は
江
戸

深
川
。
四
歳
に
し
て
現
い
す
み
市

大
原
の
増
田
家
の
養
子
と
な
る
。　

地
元
の
社
寺
仏
閣
の
仕
事
が
多

く
、
向こ

う

拝は
い

廻ま
わ

り
、
山だ

車し

、
神み

輿こ
し

な

ど
を
手
掛
け
て
い
る
。
明
治
十
四

年
（
一
八
八
一
）
十
一
月
十
七
日

に
逝
去
。享
年
八
十
二
で
あ
っ
た
。

　

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

�

片
岡　

栄

　

次
に
、
長
興
寺
の
山
門
に
つ
い

て
述
べ
て
み
た
い
。

　

山
門
は
江
戸
時
代
中
期
に
は
表

門
と
し
て
、
冠か

ぶ

木き

門も
ん

で
あ
っ
た
。

冠
木
門
と
は
二
本
の
柱
の
上
に
横

木
を
貫
通
し
た
屋
根
の
な
い
門
を

言
う
。
現
在
の
門
は
、
四
本
角
柱

で
瓦
葺
き
の
屋
根
を
支
え
て
い
る

四し

脚き
ゃ
く

門も
ん

で
あ
る
。
軒
の
構
造
は

二
軒
で
、
垂た

る

木き

は
上
下
二
段
構
え

の
作
り
と
な
っ
て
い
る
。

真
理
な
ど
の
象
徴
を
表
す
。
左
手

第
三
手
は
煩
悩
や
悪
を
打
ち
砕
く

仏
の
教
え
を
表
す
法ほ

う

輪り
ん

（
輪り
ん

宝ぽ
う

と

も
言
う
）
を
持
っ
て
い
る
。

��

右
足
を
立
て
膝
に
し
、
両
足
を

合
わ
せ
た
輪り

ん

王の
う

坐ざ

と
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
如
意
輪
観
音
は
法
輪

の
法
力
や
如
意
宝
珠
で
我
々
衆
生

の
苦
し
み
を
救
い
、
願
い
を
成
就

さ
せ
て
く
れ
る
仏
と
言
え
る
。

　

如に
ょ

意い

輪り
ん

観か
ん

音の
ん

は
、
六
観
音
（
聖
し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

、
千
手
観
音
、
馬
頭
観
音
、

十
一
面
観
音
、
准

じ
ゅ
ん

胝て
い

観か
ん

音の
ん

）
の
う

ち
の
一
つ
で
、
大
概
六ろ

っ

臂ぴ

（
六
本

の
腕
）
で
構
成
さ
れ
、
長

ち
ょ
う

興こ
う

寺じ

の

も
の
も
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
古

文
書
に
よ
る
と
、
丈
は
三
尺
（
約

九
十
セ
ン
チ
）
と
あ
っ
た
の
で
実

測
し
た
ら
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

像ぞ
う

容よ
う

は
、
像
の
背
後
に
光こ
う

背は
い

を

付
け
、
蓮れ

ん

座ざ

に
座
し
て
い
る
。
右

手
の
第
一
手
は
頬
に
手
を
当
て
る

思し

惟い

手て

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
衆し
ゅ

生じ
ょ
うを

ど
の
よ
う
に
救
済
し
よ
う
か

と
考
え
て
い
る
姿
で
あ
る
。
右
手

第
二
手
は
胸
中
央
に
如に

ょ

意い

宝ほ
う

珠じ
ゅ

を

持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
衆
生
の
諸

願
望
を
叶
え
さ
せ
て
く
れ
る
と
い

う
宝
珠
で
あ
る
。
右
手
第
三
手
は

六
道
の
畜
生
道
に
落
ち
た
者
を
救

う
念
珠
を
持
っ
て
い
る
。
左
手
の

第
一
手
は
台
座
に
向
け
ら
れ
、
左

手
第
二
手
は
未
開
花
の
蓮
華
を
持

つ
。蓮
華
は
清
ら
か
な
心
や
悟
り
、

文
化
財
コ
ー
ナ
ー

長
興
寺

に
つ
い
て
㈡
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こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

＃ 8 0 0 0
（プッシュ回線・携帯電話）

☎043（242）9 9 3 9
（ダイヤル回線）
相談日時

毎日19時〜翌6時

救急安心電話相談　　実施：千葉県
医療機関に受診するか迷ったとき、救急車を呼ぶか迷ったときにご相談ください。

＃ ７ 0 0 ９
（プッシュ回線・携帯電話）

☎03（6735）8 3 0 5
（ダイヤル回線）
相談日時

平日・土曜18時〜 23時
日曜・祝日 9時〜 23時

登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・ファックスに配信するサービスも行っています。
　お問い合わせは、総務課☎（20）１５１９、5（20）１６０２

防災・防犯に関する情報を携帯電話にメールで配信
もばら安全安心メールを

ご利用ください

◆パソコンやスマートフォンからは、
	「茂原市公式ウェブサイト」→「もばら安全安心メール」
◆スマートフォン以外の携帯電話からは、
	 右の二次元コード

●防災行政無線が
再確認できます

0
フリーアクセス

1 2 0（4
しみんは

38）1
１

1
１

9
９

（通話料無料）

災害情報確認
【利用例】
●ＮＨＫ総合テレビのデータ放送⇨ 
「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
⇨「避難情報」で確認。

●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認。
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広
報
も
ば
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再
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紙
を
使
用
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
イ
ン
ク
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

SPOT/スポットSPOT/スポット

日曜・休日当番医　※診療時間は9時〜 17時です
《内科系》 《外科系》

７月 １日㊐ 宍 倉 病 院
☎24-2１７１

宍 倉 病 院
☎24-2１７１

７ 月 ８ 日㊐ 宮 本 内 科 医 院
☎22-3７７0

君 塚 病 院
☎25-１８１１

７ 月１5日㊐ 宍 倉 病 院
☎24-2１７１

宍 倉 病 院
☎24-2１７１

※都合により、変更する場合があります。救急患者の方が優先となります。
中央消防署指揮情報係☎24-0119、625-8448へお問い合わせください。

　「相撲甚句には、楽譜も伴奏もなければ決まっ
たテンポもない。唄う・聴かせる・作ると魅力
がたくさんあるんですよ」と、軽快な口調でに
こやかに話すのは相撲甚句歴10年の水野六夫さ
んです。一般的に相撲甚句とは、元民謡の一種
で地方巡業や花相撲などで力士が唄う七・五調
の囃し唄です。元々民謡を聞くことは好きだっ
た水野さん。地方情報紙の相撲甚句欄を見たこ
とがきっかけで、茂原で５年間、両国で５年間、
各種イベントやボランティア活動に参加し昨年
７月、千葉市において日本相撲甚句会所属の京
葉相撲甚句会を設立しました。
　甚句の歌詞に取り入れるのは、“名所”“力
士”“ユーモア”等バラエティーは豊富。伴奏
代わりに「どすこい、どすこい、ほい」の合い
の手のみという、まさに老若男女問わず作詞し

て唄い楽しむことができます。
　水野さんは、「大きな声で唄えば健康にも良
く続けやすい。おかげで声の微妙な調子で体調
まで分かるようになった」と話します。簡単な
反面、自分の声だけで勝負することと毎日の体
調管理に気をつけることは相撲と通じるところ
があります。また、単調な甚句なだけに、歌詞
の情景を思い浮かべながら唄うと気持ちがこ
もって味が出るそうです。
　今年も９月に開催される「大相撲錣

しころ

山
やま

部屋
ふれあい相撲」で、昨年に引き続き相撲甚句を
披露する予定の水野さん。「錣山部屋茂原後援
会も発足したこともあり、誰でも参加できる相
撲甚句茂原地区会を作り、ますます皆で応援し
ていきたい」と盛り上げる準備を“待ったなし”
で進めています。

相撲甚句を 何かと問えば
皆と自分の 応援歌

水野　六
むつ
夫
お
さん（76歳・高師）

京葉相撲甚句会　会長
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